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�級電気工事施工管理技術検定試験

学科試験問題(午前の部)

次の注意事項をよく読んでから始めてください。

〔注 意 事 項〕

�唖ページ数は亜表紙を入れて 23ページです。

�唖試験時間は亜 10時から 12時 20分までです。

	唖問題の解答の仕方は亜下記によってください。

イ唖〔No阿�〕〜〔No阿15〕までの 15問題のうちから亜 10問題を選択し亜解答してください。

ロ唖〔No阿16〕〜〔No阿48〕までの 33問題のうちから亜 15問題を選択し亜解答してください。

ハ唖〔No阿49〕〜〔No阿56〕までの 8問題のうちから亜 5問題を選択し亜解答してください。


唖選択問題の解答数が指定数を超えた場合は亜減点となります。

�唖解答は亜別の解答用紙に亜ＨＢで黒の鉛筆またはシャープペンシルで記入してください。

それ以外のボールペン茜サインペン茜色鉛筆などを使用した場合は亜採点されません。

�唖問題は亜四肢択一式です。正解と思う肢の番号を次のマーク例にしたがってぬりつぶしてください。

マーク例 ●ぬりつぶし

唖マークを訂正する場合は亜消しかたが十分でないと指定数を超えた解答となりますので亜消しゴム

できれいに消して訂正してください。

�唖解答用紙は亜雑書きしたり亜よごしたり亜折り曲げたりしないでください。

�唖この問題用紙の余白を利用して亜計算などのメモを取ることは自由です。

10唖この問題用紙は亜午前の部の試験終了時刻まで在席した方のうち亜希望者は持ち帰ることができ

ます。途中退席者や希望しない方の問題用紙は亜回収します。
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※ 問題番号〔No阿�〕〜〔No阿15〕までの15問題のうちから亜10問題を選択し亜解答してください。

〔No阿�〕 25 Ωの抵抗に 5 Vの電圧を�分間かけたときに発生する熱量として亜正しいものは

どれか。

1阿 30 J

2阿 60 J

3阿 125 J

4阿 300 J

〔No阿�〕 図に示す鉄の磁気ヒステリシスループに関する記述として亜誤っているものはどれか。

ただし亜H：磁界の強さ〔A/m〕

B：磁束密度〔T〕

1阿 磁化されていない鉄に磁界を加え亜徐々に増加させたときの磁束密度は亜Oから aに

至る曲線に沿って増加する。

2阿 磁界の強さを−Hmから＋Hmに変化させたときの磁束密度は亜dから e亜f を通り aに

至る曲線に沿って変化する。

3阿 ヒステリシス損は亜ヒステリシスループ内の面積に比例する。

4阿 O b ( O e ) を保磁力といい亜O c ( O f ) を残留磁気という。
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〔No阿	〕 図に示す三相平衡回路において亜三相負荷の消費電力が 4 kWである場合の抵抗 Rの値

として亜正しいものはどれか。

ただし亜相電圧は 200 V とする。

1阿 10 Ω

2阿 30 Ω

3阿 90 Ω

4阿 270 Ω

〔No阿
〕 指示電気計器の動作原理に関する記述として亜不適当なものはどれか。

1阿 誘導形計器は亜固定電極と可動電極との間に生じる静電力の作用によって動作する。

2阿 熱形計器(熱電形計器)は亜導体内の電流の熱効果によって動作する。

3阿 永久磁石可動コイル形計器は亜固定永久磁石の磁界と可動コイル内の電流による磁界

との相互作用によって動作する。

4阿 可動磁石形計器は亜固定コイル内の電流による磁界と可動永久磁石の磁界との相互作用

によって動作する。

〔No阿�〕 図に示すフィードバック制御のブロック線図の合成伝達関数 Gを表す式として亜正しい

ものはどれか。

ただし亜G1亜G2 は伝達関数とする。

1阿 G＝ G1G2

2阿 G＝ G1＋G2

3阿 G＝
G1

1＋G1G2

4阿 G＝
G1G2
1＋G1G2
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〔No阿�〕 発電機に関する記述として亜最も不適当なものはどれか。

1阿 同期発電機には亜回転界磁形と回転電機子形がある。

2阿 同期発電機には亜界磁巻線に直流電流を供給するための励磁装置は必要ない。

3阿 誘導発電機のうち亜かご形誘導機は構造が簡単で堅ろうである。

4阿 誘導発電機は亜一般に電力系統より励磁電流を受けて運転するので亜単独運転はでき

ない。

〔No阿〕 図に示す変圧器の一次電流 I〔A〕の値として亜正しいものはどれか。

ただし亜各負荷の電流は図示の値とし亜各負荷の力率は 100 ％亜変圧器及び電線路の損失

は無視する。

1阿 1.0 A

2阿 1.7 A

3阿 2.0 A

4阿 3.3 A

〔No阿�〕 リアクトルに関する記述として亜不適当なものはどれか。

1阿 架空送電線路に直列に接続し亜短絡時の電流を制限する。

2阿 地中送電線路に直列に接続し亜対地充電電流を補償する。

3阿 進相用コンデンサに直列に接続し亜コンデンサへの高調波の流入を抑制する。

4阿 進相用コンデンサに直列に接続し亜コンデンサ投入時の突入電流を抑制する。
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〔No阿�〕 汽力発電所の蒸気タービン及びタービン発電機に関する記述として亜最も不適当なものは

どれか。

1阿 タービン発電機には亜突極形の回転子が用いられる。

2阿 タービン発電機の水素冷却方式は亜空気冷却方式に比べて冷却効果が大きい。

3阿 蒸気タービンは亜蒸気加減弁により蒸気流量を調整し速度制御する。

4阿 蒸気タービンは亜その中で蒸気が作用する原理によって分類すると亜衝動タービンと

反動タービンに分けられる。

〔No阿10〕 変電所の構成機器に関する記述として亜不適当なものはどれか。

1阿 送油風冷式の変圧器は亜油入自冷式に比べて冷却能力が大きい。

2阿 単巻変圧器は亜二巻線変圧器に比べてインピーダンス及び電圧変動率が小さい。

3阿 酸化亜鉛形避雷器は亜直列ギャップ付き避雷器に比べて放電時間遅れが大きい。

4阿 気中保護ギャップは亜線路引込口や引出口の線路と大地間に避雷器と同じ目的で設置

される。

〔No阿11〕 電力系統における直流送電方式の特徴に関する記述として亜最も不適当なものはどれか。

1阿 周波数の異なる交流系統間が連系できる。

2阿 大地帰路方式の場合は亜電食を起こすおそれがある。

3阿 交流送電方式に比べて亜大電力の長距離送電や海底ケーブルの送電に適している。

4阿 ケーブル送電の場合は亜誘電体損失を考慮する必要がある。
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